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国立大判こおける治♯一遍人材の養成を目的に掲げる大攣陳（■攻）の股t状況  

【平成1細■】   
0書事大攣大攣鏡■事■★舟（分子■鵬九事■札生●轟科攣書抜）  

【平成16年虚数t】   
0■▲大事大攣隷書≠事■▼静（銅幕科攣●改、■■生●■筆書攻）  

【平㈹t】   
Oll山大事大事統■■嘉攣■倉研究科（■■生■科事暮攻）   

酬t】   
0雷山大孝夫職■事■事緻★揮（■卿蓼書腋■廉■事■♯、豊●嘉科攣■敦〉   

【平㈹t】   
0★★大事大事統■攣ホ研責科公共▲▲匿鞘く書∩暮大事枕）   
0鴫■大事大事出合■■■靡僧t研丈≠   
■幕分子♯攣■枚・匿州科筆書攻（博士書也）＃♯■集榊大事との義合   

0★●大事  
♯攣研寛鞘■相成惰■科筆書故（博士■鴨）  

平成10年度匡■人GPに係る応募状況及び遇走結果   
（テーマ2：ヰ床研究・研究支援人材のt成）  ◎治験管理センター等を42の国立大学病院のすべてに整備漬。  

◎治験の効率的な実施や賢の向上のため、各診硬科・薬剤部などに分散する治験実施  
のための機能を集約、一元化。  0平成19年7月28日 選定  応募のあった30件の取組の中から、7件を選定   

・阜独取組群馬大学  

◎国立大学病院における先進的な治験推進モデルや臨床試験実施システムの関矧こ  
対し、運営費交付金による財政支書靂を実施国立大学の治験・臨床試験の支援  

里盈19年度予算4㈱卜8億巴1  

O札濃大事  
r「つくば次世代医療研究開発・教育統合センターjとしての臨床試験支保  

体制の構築」  
0躊井大攣  

「先進医療開発システムJ  

O★■大攣  
「次世代阻喪技町制乳臨床開発プロジ工クト」  

【▲■1  

0名盲t大事（平成17年廣一）  
「トランスレーショナルリサーチとしての先端医徳用マテリアル開発・供給シ  
ステム捕吏のための廠端的推進研究j  

O大分大事作成18年慶一）  
「大学病院における治男貪推進モデル粗相の構築」   

神戸大学  
山口大学  
九州大学  
琉球大学  
東京慈息会医科大学  

同取組 北里大学  
※慶應善塾大学、順天堂大学と連携  



資料 4  

▼■19■▲▼事■l．ⅦIT万円 ▼■l■■1ナ嘉■沌■■〉  

【必千性】 ．我が国のライフサイエンス分野の基礎研究成果は．N■tUreやSG・OnC亡羊の主要科学維随に綿粧されるなど、国際的  
にも高い細面を釘ナている。（例Sc】印C∈における日本発の論文の割合は1983年に1ヽ台だった帆2002年に5ヽ台と  
首奥lゴ曹加。）  
．しかしながら、我が国においては、臨床研究・珪床への格漉し研究に対する支操体制等の基盤が十分整博されてい  
ないため、このような基礎研究成果机匡債・製漫等の臨床現場に届いておらす、国民に成果が還元されていなし、と  
柑挿されている。  
．このため．関係府省等と連蹟し、基礎研究成果を鴎床・治頬l＝苛実に縮びつける施策が必要とされている．  

★始■轟ツトワークの■義   
治験実施槻剛tネットワークを構築し、各機関で機能を分担しセリ、相互補完することにより、治験の  

「賞の向上J「スピードアップ」rコストダウンJを図る。  

0大仰ツトウ■・一如州叫岬  

・東京大学」軋軋大字干巣大学、筑波大字、東京医科酎斗大字、新法一大苧を41成大字として平成18年6月設立。  
・大学病院で国際共同治旗を11棲的に受けられる体制を整傭し．医薬沌等の臨床開発の遅れに歯止めをかける  

ことを目的とする，  

0片■■■■■とのネットワ・－ウの蠣膚押  

0♯t群幾人（中州慮人）■土11沌■ットワークの●■  
虐例数を確保しつつ・全体の「箕の向上」「スビ‾ドアツプ」rコストダウノ」を図るとともに、朋医債管聡美軋  

・九州の9大学病院（九州大学、細岡大字、久留米大学．泉崎大乳性貨大学．大分大字、脛児島大字・   
産興産科大字．宮崎大字）が中心となり．九州各地域の医療機関と連携して平成16年8月に設血  

・地域医療機関やSMO藁苛と治欣ネットワークを形成し、連携することl二より、冶頬実施基盤を整備を計上大柳良  
かつ高品質の治績を実施することを目的とする。  

・文加科字雀においては．大学竜引こ 

【響暮暮暮】 存在する医 岬する。 ・この臥卿 過する。  
【責■■■イメ・－ヅ】  

自らの櫨Ⅶだけでなく．他の穐Ⅷのシーズ間免責膿も行なえる  

ことを日用し．開発れ鴫♯走専の支嬢t行えるょう穐龍を量傷  

◎人材○■■・暮■・★■  

○人＃のtt・霊用・▼■  

樗渡し研究が■絨的に賽▲で替るよう、生鞠統計書事の仏事な  
人＃を確保・量用し、t成で替る体れを■傷ナる事．  ★企轟からの書剛l＝よる書棚■の■t  

製眞会社等からの寄附により設置された寄附講座により∴冶耶の基盤となる基礎的研曳を実施－  
（書■■▲の仰  東京大字「藁加療学講座j（武田薬品工業外2り土）  

京都大学り菜乗組床は瘍学講座」（大鳥薬品工業）  

大阪大学「漢方医宇ぐツムラ）寄附講座」（ツムラ）  等  

肌研大l棚職to寸書  
▲書の安全性の絶挑と■片的な戒1のために必TなGIJP墓場  
（■ホ晶書のれ慮t吐■■）昔日躊した杖麟簡製遭事のⅥ究責  
を楕像ナも蠣．  

平成19年虔の本事業では、橋渡し研究の支援を行う拠点整備を行うため、  
以下の4つの桂で実施します。  

－＋欄膿し研大貴撫■■の書■■化   
・ 自らの機関だけでなく、他の機関のシーズ開発支援も行えることを目指し、以下に拳  

ける機能を御ヒします。  
－ 候†一組物lこ合わせた開発職時の策定の支I贅、戦鴨的な知的財産の確保・活用の支嬢等  

二 欄■し研賊暮董行うための人材の■徽・暮J■・▼慮   

・ 楕漉し研究を総績的に実施するために必要な以下に挙げる人材を確保・畳訃音成  
できる休刊を整榊します．  
一 匹薬品等閑究及び事稟化に精通した人札匡芋研究倫理に相通した人相等   

－ れ■し研丸文撫   
・ 橋渡し研究支援機聞及び他機関が持ってい・もシーズについて、臨床研究lこ橋渡し  

するための支援を実施します。   

一 書■し研寛貴書■■の活■・暮≠の心   
・ 以下のような業蹄1こより楕漉し研究支援機閤のサポートを行います。  

一 実施機関の登用状5兄を把堰（進捗管理）．慣用交換を行なうネットワーク形成等  

平成19年3月22日から4月19日の間公募  

－26件の提案が寄せられたところ  

平成19年5月21日、6月25日に審査を実施   

絹漉し研究支援推進プログラム実施機関に6提案（8機関）を  

採択  
一大阪大学  
一京都大学  

一札幌医科大学（北海道大学、旭川医科大学）  

－財団法人先端医療振興財団  

一束京大学  

一東北大学  

実施する機関をサポートする機関に1提案（1機関）を採択  

一財団法人先端医療振興財田  
この事菓を通じ、5年間で、1機関あたり有望な基碇研究の成果が、2  
つ韮塞法に基づく治験の段階に移行することを色相1▲ます∧  

各機関におかれては「新たな治験活性化5カ年計画」の円滑な  

遂行にご協力いただきたい。  
一特に橋渡し研究支援推進プログラムの機関は、橋渡し研究・臨床研究・   
治験を一体のものとして推進する観点からご協力いただきたい。   

各機関の現状や問題点を意見交換し、日本の橋渡し研究・臨  

床研究・治験環境がよりよいものとなるよう期待。  

一橋渡し研究支操推進プログラムの取組を適宜情報提供させていただき   
たいと考えており、日本発の有望な基礎研究成果がいち早く国民へ還   
元されるようプログラム外の機関におかれてもご協力いただきたい。  

一また、医療人GPの取組も適宜情報提供させていただきたいと考えてお   
り、効率的かつ効果的な人材育成プログラムの普及・啓発のご参考にし  
ていただきたい。   

2  




